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論文内容の要旨
【目的】，¥iIH画像には絶対的な基当事がないため各々のフィルムにおいて組織の信号強度の表現が兇なってい
る。そこで婦人科病変のMRIモノクロ透過凶像上の各組織の信弓ー強度分布を分析し、さらに同一断面のT
lおよびT2強調MRI画像から、脂肪組織の信号強度を標準化したカラー画像を合成し、脂肪以外の組織
の色彩表現がー定範開に収~し、婦人科病変の特徴がカラー両像に表現できるかどうかを検討することを
目的とした。
【}j法】合計例例の婦人科病変について、骨盤部の同一断面で撮影されたTl強調およびT2強調:VUHi函i像
をバーソナル計算機に取り込み、各組織の濃度階調を幽像処理ソフトで解析した。両i商像の脂肪組織の信
号強度を・定範凶とし、同時に信号強度の比をー定とした。すなわち256階調のグレイスケーYレ上で、 T2
強調画像の背景の信号強度が0、脂肪の信号強度120から180の範同となるように濃度階調を変換した。同
僚に、 Tl強調信号の背黒ーがO、脂肪の信号強度が'f2強調i画像の133%となるように濃度附調を変換した。
濃度附謝金換により各組織の信号強度の標準偏差が、階調変換前と比較して小さくなるか検討した。
標準化を行ったTlおよび'l'2強調画像をそれぞれ補色対であるオレンジとシアンブルーの画像に変換し
た後、加算しカラー画像を合成した。合成カラー幽ー像上に婦人科病変の特徴が十分表現されているかを検
討したの
【結果】合成されたカラー画像上で各組織の色彩表現は一定の範囲に収束した。カラー画像上に婦人科病
変の特徴は十分表現されていた。
【結論】カラー画像は婦人科病変の特徴を表現する目的に使用できることが強く示唆された。
論文審査の結果の要旨
鞍磁気共鳴 (MR)画像には信号強度の絶対的な基準がないため各々のフィルムにおいて組織の信号強度
の表現が異なっている。そのため、 MI{画像の読影には相当の修練が必要である。そこで、読影を容易にする
ため、婦人科病変の特徴をサマリー画像として一枚のカラー両像に表現する方法を検索した。著者は、ま
ず、婦人科病変のMRIモノクロ透過画像上の各組織の信号強度分布を分析し、さらに同一断面のT1およ
び'1'2強調両像MHI画像から、脂肪組織の信号強度を標準化した多重カラー画像を代成し、脂肪以外の組
織の色彩表現が一定範囲に収束できるか沓かを険討した。合計84例の婦人科病変について、骨盤部のi司一
断面、で撮影された1'1強調および1'2強調MRII山i像をバーソナル計算機に取り込み、各紺織の濃度附調を両
像処碍ーソフトで解析した。その結果に某づいて、両画像の脂肪組織のは号強度をー定範聞とし、同時に信
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号強度の比を一定としたカラーサマリー画像の合成方法を創案した。すなわち256階調のグレイスケール上
で、 T2強調画像の背景の信号強度がO、脂肪の信号強度120から180の範囲となるように濃度階調を変換す
るものである。同様に、 Tl強調信号の背景が0、脂肪の信号強度がT2強調画像の133%となるように濃
度階調を変換した。その結束、濃度防調変換により各組織の信号強度の標準偏差が、階調変換前と比較し
て色調が均一化することが明らかとなった。標準化を行ったT1およびT2強調画像をそれぞれ補色対であ
るオレンジとシアンブルーの画像に変換した後、加算し多重カラー画像を合成すると、多重カラー画像上
で各組織の色彩表現は一定の範囲に収東し、また、カラーl砲i像J:に婦人科病変の特徴は十分表現されるこ
とが明らかとなった。
本研究は考案の多重カラーMR両像が婦人科病変の特徴を表現する目的に使用できることを強く示唆する
ものであり、今後刈R画像の色調表示が骨盤内腫療の判別の一助となる可能性を明らかとした。よって、著
者は博士(戻学)の学位を授与されるに値するものと判定された。
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